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村のようす

C5j年一8月 1日現在〕 自

世帯数 1，486戸〔十 3)‘1
人口 7，338人 0+15); 

男 マ 3，638人 C+.7) 

女 3，700人c(牛 、8) : 

'̂' 

、ペノιヂ
1
s
g
塁、、

九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」
。

ま
た
、

こ
の
自
か
ら
一
週
間
は
「
老

人
福
祉
週
間
」
で
す
。

お
年
寄
り
は
、

こ
れ
ま
で
永
年
に

わ
た
っ
て
社
会
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
長
寿
を
心
か
ら
お
祝
い
す

る
と
と
も
に
、
今
後
も
今
日
ま
で
つ

ち
か
つ
て
き
た
知
識
と
経
験
を
社
会

に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で

す
。
こ
う
し
た
こ
と
が
、

お
年
寄
り

の
生
き
が
い
に
な
る
と
同
時
に
、

代
を
越
え
た
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

1

シ
ョ
ン
の
場
に
も
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

老
人
に
生
き
が
い
の
あ
る
社
会
を

共
に
築
い
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

元
気
な石

井
伊
勢
松
ハ
部
才
)

夫
妻

キ
チ
〈
幻
才
〉

-つ

世

老 人 と 子 供 を 交 通事故から守ろ
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。
青
色
申
告
の
お
す
す
め

毎
日
の
取
引
を
帳
簿
に
つ
け
、

ぜそ
の

帳
簿
に
基
15

1い
て
正
確
に
所
得
や
税
額

の
申
告
を
す
る
-
人
に
は
、
所
得
計
算
の

面
で
い
ろ
し
い
ろ
有
利
な
取
扱
い
が
受
け

ら
れ
る
青
色
申
告
制
度
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
主
な
七
の
は
、
①
所
得
金
額
か

ら
一
律
に
十
万
円
を
控
除
で
き
る
「
青

色
申
告
控
除
」
)
②
事
業
に
従
事
し
て

い
る
奥
さ
ん
や
子
供
さ
ん
に
支
払
っ
た

給
与
が
必
要
経
費
に
な
る
「
青
色
専
従

者
給
与
」
③
貸
倒
引
当
金
や
準
備
金
が

必
要
経
費
に
な
る
な
ど
の
特
典
が
あ
り

ま
す
。青

色
申
告
の
で
き
る
人
は
、
不
動
産

所
得
、
事
業
所
得
、
山
林
所
得
の
あ
る

人
で
す
が
、
青
色
申
告
を
す
る
た
め
に

は
、
青
色
申
告
を
し
よ
う
と
す
る
年
の

No. 15ブ昭和54年 9月 1日

三
月
十
五
日
ま
で
「
青
色
申
告
承
認
申

請
書
」
を
税
務
署
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

青
色
申
告
の
帳
簿
は
、
現
金
出
納
帳

な
ど
の
簡
単
な
帳
簿
で
も
よ
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

帳
簿
の
つ
け
方
や
決
算
の
し
か
た
な

ど
で
分
か
ら
な
い
と
き
は
、
税
務
署
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
青
色
申
告

会
や
商
工
会
議
所
、
市
町
村
の
商
工
会

な
ど
で
も
記
帳
の
指
導
を

し

て

い

ま

す
。

。
お
年
寄
り
ゃ
障
害
者

と
税
金

国
で
は
、
お
年
寄
り
ゃ
心
身
障
害
者

な
ど
社
会
的
、
経
済
的
に
弱
い
立
場
に

あ
る
人
に
対
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
施
策

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
税
金
の
面
で
も

い
ろ
い
ろ
な
特
典
を
設
け
て
い
ま
す
。

八
お
年
寄
り
が
受
け
ら
れ
る
特
典
〉

年
令
が
六
十
五
才
以
上
で
、
所
得
が

一
千
万
円
以
下
の
お
年
寄
り
は
、

O

老
令
者
控
除
と
し
て
所
得
金
額
か

ら
ニ
十
三
初
円
が
控
除
さ
れ
ま
す
o

O

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
、
恩
給
な

ど
の
公
的
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は

老
年
者
年
金
特
別
控
除
と
し
て
、
そ
れ

ら
の
収
入
金
額
か
ら
七
十
八
万
円
を
控

除
す
る

1

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
七
十
才
以
上
の
お
年
寄
り
を

扶
養
し
て
い
る
人
は
、
老
人
扶
養
控
除

と
し
て
三
十
五
万
円
(
通
常
は
二
十
九

万
円
〉
を
所
得
金
額
か
ら
控
除
で
き
る

「
障
害
者
控
除
」
が
、
相
続
税
で
は
障

害
者
の
税
額
控
除
が
、
ま
た
、
物
品
税

で
は
身
体
障
害
者
が
自
ら
運
転
す
る
小

型
乗
用
自
動
車
に
は
物
品
税
が
か
か
ら

な
い
、
な
ど
の
思
典
、
が
あ
り
ま
す
。

福
島
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
県
中
地
区
大
会

小
高
分
団
惜
し
く
も
五
位

第
四
回
福
島
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競

技
県
中
大
会
は
、
八
月
二
十
三
日
午
前

九
時
か
ら
石
川
町
々
営
グ
ラ

γ
ド
で

各
地
区
大
会
で
優
勝
、
準
優
勝
し
た
精

鋭
チ

i
ム
、
ポ
ン
プ
車
の
部
、
小
型
ポ

ン
プ
の
部
、
あ
わ
せ
て
十
七
チ
!
ム
が

山
場
し
ま
し
た
。

石
川
支
部
代
表
と
し
て
ポ
ン
プ
車
の

部
で
出
場
し
た
わ
が
小
高
分
団
は
、
玉

川
村
消
防
団
と
郷
土
の
名
誉
に
か
け
て

も
と
、
日
頃
の
猛
練
習
の
成
果
を
、
わ

ず
か
数
分
の
競
技
に
全
精
魂
一
を
か
た
む

け
、
節
度
、
機
敏
さ
、
正
確
さ
な
ど
を

(
)
は
沼
任

九
月
一
日
付
で
、
村
職
員
の
人
事
異

動
を
行
な
い
ま
し
た
。
異
動
し
た
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。

。
総
務
課

庶
務
係
長
小
林

主

事

運
転
手

弘
(
税
務
課
税
政

係
長
〉

溝
井
宏
子
ハ
税
務
課
主
事
〉

円
谷
善
之
(
住
民
課
運
転

手
)

3 

。
税
務
課

大
和
田
重
徳
(
建
設
課
長
)

関
根
英
夫
(
支
所
係
長
)

溝
井
幸
子
ハ
総
務
課
主
事
)

小
林
幸
一
(
住
民
諜
主
事
)

課

長

賦
課
徴

収
係
長

主

事

。
建
設
課

課
長
斉
藤
秦
一
ニ
(
産
業
課
長
〉

土
木
係
長
小
針
成
男
(
建
設
課
建
設

係
長
)

添
田
四
郎
(
水
道
課
運
転

手
)

運
転
手

。
住福住
民祉民
係係課
長 長

溝 兼 三
井国吉
一氏 、 隆
夫年之
2金〈
苦係長教
詰長〉委
師庶
主

務
官)係

運主
転
手 ]jf.

高
林
重
和
〈
税
務
課
主
事
)

曲
山
英
夫
(
総
務
課
運
転

手〉

。
産
業
課

課

長

真
野
宮
喜
正
(
議
会
事
務

局
長
〉

塩
沢
忠
雄
(
支
所
主
事
〉

鈴
木
孝
(
公
民
館
主
事
)

主

事

。
企
画
課

企
画
係
長
小
針
康
敬
(
国
土
調
査
係

長
兼
企
画
係
長
〉

有
賀
明
美
(
総
務
課
主
事
)

主

事

。
水
道
課

主

事

運
転
手

榊
枝
徳
夫
(
産
業
課
主
事
)

大
和
田
茂
広
〈
建
設
課
運

転
手
)

。

支

所

支
所
長
宗
形
友
一
ニ
(
税
務
課
長
〉

支
所
係
長
溝
井
義
一
ニ
(
産
業
課
主
事
〉

主

事

真

弓
好
奇
(
農
委
主
事
)

O
農
業
委
員
会
事
務
局

主
事
祷
溝
井
浩
一
(
企
画
課
主
事

補
)

。
議
会
事
務
局

局

長

久

保

木

徳

雄

ハ

支

所

長

)

。
教
育
委
員
会
事
務
局

庶

務

係

長

森

清

重

(

住

民

課

福

祉
係
長
)

草
野
正
博
(
水
道
課

主
事
〉

公
民
館
主
事

競
い
あ
い
ま
し
た
。

し
か
し
小
高
分
団
は
健
闘
空
し
く

惜
し
く
も
五
位
に
止
り
ま
し
た
。

惨砂

堂
々
の
入
場
行
進

選
手
諸
君
の
健
闘
と
そ
の
労
に
た
い

し
心
か
ら
讃
辞
を
お
く
り
た
い
と
患
い

ま
す
。な

お
、
県
中
大
会
の
出
場
選
手
を
紹

介
い
た
し
ま
す
。

。
ポ
ン
プ
車
操
法
競
技

指
揮
者
石
井
源
三
郎

一

番

員

関

根

仁

一

二

番

員

車

自

覚

蔵

コ
一
番
員
関
根
秀
勝

四

番

員

石

井

泰

雄
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A 

今
年
も
九
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日

ま
で
の
十
日
間
、
秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
今
年
に

入
っ
て
交
通
事
故
で
な
く
'な

っ
た
方

は
、
六
月
末
日
で
三
千
九
百
二
十
一
一
一
人

〈
全
国
)

0

昨
年
の
同
じ
時
期
に
比
べ

て
、
二
百
十
二
人
(
五
・
一
%
〉
減
っ

て
い
ま
す
が
、
交
通
事
故
の
発
生
件
数

お
よ
び
負
傷
者
の
数
は
、
逆
に
増
え
て

い
る
の
が
特
徴
で
す
。

ま
た
、
亡
く
な
っ
た
方
で
は
、
相
変

わ
ら
ず
子
供
と
お
年
寄
り
が
多
く
、
原

写毎

No. 157 

都々古別神社境内にて

お山の大将49名修了

秋

の

、

今年度の少年教室である 「お山の大将」は7月23日より 8

月20日まで 5回にわたり毎週月躍日須釜公民館を中心に突施

されました。

これは福島県ガキ大将教室補助事業として、今年度は東部

の小学 5・6年生49名を対象に、遊びを通して集団活動の楽

しさを経験させ、遊びの体験の中から、社会性・創造性・自

立心を養い、異年令集団における少年リーダーの養成をはか

ることを目的として開設しました。

目 標 l地域の遊び集団の形成をねらい、その核となる

子どもリーダーづくりを目指す。

2子ども文化としての遊びを身につけ、地域の伝

統を伝えてし、く。

3自然に挑み親しみ、冒険と鍛練をはかる。

運

3韓

施

動
機
付
き
自
転
車
の
事
故
に
よ
る
死
者

も
含
め
て
、
道
路
交
通
の
上
で

H

弱
い

立
場
H

に
あ
る
人
々
の
犠
牲
が
目
立
っ

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
死
亡
事
故
の
原
因
を
ド
ラ

イ
バ
ー
の
側
か
ら
見
ま
す
と
「
ス
ピ
ー

ド
違
反
」
を
ト
ッ
プ
に
「
わ
き
見
運

転
」
「
酒
酔
い
運
転
」
と
続
き
、
こ
の

傾
向
は
こ
こ
数
年
ま
っ
た
く
変
っ
て
い

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
ス
ピ
ー
ド
へ
の

慣
れ
や
、
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
な
ど
ド

ラ
イ
バ
ー
と
し
て
の
基
本
的
事
柄
を
き

ち
ん
と
実
践
し
て
こ
そ
、
「
事
故
の
な

い
明
る
い
社
会
」
へ
の
第
一
歩
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
今
年
は

V
子
供
と
老
人
の
交
通
事
故
防
止

V
自
転
車
お
よ
び
原
動
機
付
き
自
転
車

の
安
全
利
用
の
促
進

す
安
全
運
転
の
確
保
と
シ

i
ト
ベ
ル
ト

着
用
の
推
進

の
三
項
目
を
重
点
テ
ー
マ
に
、
国
民

総
ぐ
る
み
で
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

が
行
わ
れ
ま
す
。

実
差
点
で
は

-
1
J
7噂

一
時
停
ヰ
を

@
L
志一

法

定

速

度

を

う

同

¥
は
ド
1
l主汽
U
)

守
ろ
う

f
ミ
d
ぷ
湖

和
初

3
3

1か3¥ )ヘレ
ろメ
うツ

重a要注

ほ
か
の
車
か
ら

見
え
や
す
い
と
こ
ろ

を
走
ろ
う

点
検
整
備
を

忘
れ
ず
に
私
械
叫

電
電
公
社
で
は
地
震
や
風
水
害
に

電
話
が
途
絶
し
た
場
合
に
は
、
特
に

お
急
ぎ
の
通
話
を
確
保
す
る
た
め
次

の
場
所
に
孤
立
防
止
用
無
隷
電
話
機

(
有
料
〉
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
の

で
い
ざ
と
い
う
と
き
に
お
役
立
て
下

支」い。孤
立
防
止
用
無
線
電
話
機
の

設
置
場
所

@
玉
川
村
役
場
内

石
川
電
報
電
話
局
か
ら

の
お
知
ら
せ
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輝
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第

A
回
玉
川
村
少
年
球
技
大
会
は
八

月
十
日
、
玉
川
第
一
小
学
校
を
会
場
に

村
内
十
一
部
落
の
小
学
生
二
百
八
十
余

名
の
選
手
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た。
こ
の
大
会
は
夏
休
み
中
の
事
故
防
止

と
青
少
年
の
健
全
育
成
を
目
的
と
し
て

優

勝

村
、
が
毎
年
主
催
し
て
お
り
、
夏
休
み
中

の
子
供
た
ち
に
と
っ
て
楽
し
み
の
一
つ

に
な
っ
て
お
り
、
お
り
し
も
今
年
は
国

際
児
童
年
で
あ
り
、
こ
の
日
の
た
め
に

各
部
落
で
は
子
ど
も
育
成
会
な
ど
父
兄

が
指
導
と
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

当
日
は
好
天
候
に
恵
れ
、
競
技
に
先 進

き
だ
っ
て
出
場
選
手
全
員
に
よ
る
入
場
行
進
を
行
な
い
大

会
を
盛
り
あ
げ
ま
し
た
。

大
会
は
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
女
子
ポ

i
ト
ボ

l
ル
の

二
種
目
に
別
れ
て
日
頃
の
腕
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

会
場
に
は
村
内
の
お
と
な
達
も
大
勢
つ
め
か
け
、
わ
が

部
落
の
豆
選
手
に
大
き
な
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
優
勝
、
準
優
勝
チ

i
ム
は
次
の
と
お
り
で
す
0

0
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

優

勝

南

須

釜

チ

i
ム

準
優
勝

北
須
釜
チ

!
ム

O
女
子
ポ

i
ト
ボ
!
ル

優

勝

川

辺

チ

i
ム

準

優

勝

竜

崎

チ

i
ム

行場入の々堂A 

戦熱む)l，. ボトフソ色

優勝トロウェーの授与(男子ソフト〉南須釜チームA. 表状の授与(女子ポートポール〉川辺チームA 
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電
気
は
照
明
、
電
気
製
品
を
は
じ
め

工
場
の
動
力
な
ど
用
途
が
広
く
、
そ
の

う
え
、
ク
リ
ー
ン
で
安
全
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
生
活
水
準
の
向

上
、
産
業
の
発
展
と
と
も
に
使
用
量
は

毎
年
大
き
く
伸
び
を
示
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
電
気
の
約
七
割
は

石
油
を
燃
料
と
す
る
火
力
発
電
に
よ
る

も
の
で
す
。
し
か
し
、
わ
が
国
の
石
油

は
ほ
ぼ
全
量
を
海
外
に
依
存
し
て
お
り

増
加
す
る
電
力
需
要
を
ま
か
な
う
だ
け

の
石
油
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
は
、
年

々
む
ず
か
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
今
ま
で
の
よ
う
に

必
要
な
だ
け
電
気
を
確
保
す
る
こ
と
は

む
ず
か
し
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
電
気
は
節
約
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
電
気
を
上
手
に
、
効
率
的

に
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
た
し
た
ち

は
快
適
で
便
利
な
暮
ら
し
を
送
る
こ
と

No. 157 

蓄
輸交

でき
きた

が
で
き
る
の
で
す
。

一
年
中
で
最
も
多
く
電
気
を
使
う
の

国
民
年
金
の
加
入
の は

八
月
で
、
そ
の
三
分
の
一
は
ク
ー
ラ

ー
の
使
用
に
よ
る
も
の
で
す
。

一
日
の
う
ち
で
は
、
気
温
が
高
く
な

る
午
後
二
時
前
後
で
、
こ
れ
に
高
校
野

球
の
テ
レ
ビ
観
戦
が
重
な
る
と
、
電
力

消
費
は
ピ

i
ク
に
達
し
ま
す
。

ク
ー
ラ
ー
の
涼
風
の
中
で
野
球
を
た

の
し
む
ー
ー
そ
の
一
方
で
、
わ
が
国
の

発
電
所
は
円
パ
ン
グ
H

に
追
い
込
ま
れ

る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

こ
と
し
は
、
石
油
消
費
量
の
五
%
節

約
と
云
う
国
線
的
な
取
り
決
め
に
従
っ

て
、
冷
房
温
度
を
摂
氏
二
十
八
度
程
度

と
す
る
よ
う
、
国
を
あ
げ
て
努
力
し
て

い
ま
す
。
わ
た
し
達
も
で
き
る
だ
け
協

力
し
た
い
も
の
で
す
。

届
出
は
済
み
ま
し
た
か

あ
な
た
は
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い

ま
す
か
。

国
民
年
金
は
、
農
業
や
商
業
な
ど
を

営
ん
で
い
る
自
営
業
者
と
そ
の
家
族
の

た
め
の
年
金
制
度
で
す
。
も
し
、
あ
な

た
が
、
一
一
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
日

本
間
民
で
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合

な
ど
の
被
用
者
年
金
に
加
入
し
て
い
な

い
方
で
あ
れ
ば
、
国
民
年
金
に
必
ず
加

入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。
な
お
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の

奥
さ
ん
な
ど
は
、
希
望
に
よ
り
加
入
で

き
る
任
意
加
入
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま

す
。
国
民
年
金
の
加
入
の
届
出
は
、
本

人
が
自
主
的
に
届
け
出
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
あ
な
た
が

必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
対
象

者
で
あ
り
な
が
ら
、
ま
だ
加
入
の
手
続

き
を
し
て
い
な
け
れ
ば
、
会
f

す
ぐ
役
場

で
加
入
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

、。
3
h
v
 

国
民
年
金
は
、
加
入
者
が
老
齢
に
な

っ
た
と
き
や
障
害
者
と
な
っ
た
り
、
母

子
世
帯
と
な
っ
た
と
き
な
ど
に
年
金
を

支
給
し
、
生
活
の
安
定
を
図
る
も
の
で

す
。
し
か
し
、
国
民
年
金
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
加
入
の
手
続
き

を
怠
っ
て
保
険
料
を
滞
納
の
ま
ま
に
し

て
い
ま
す
と
、
不
慮
の
事
故
に
あ
っ
た

場
合
や
老
齢
に
な
っ
た
と
き
、
年
金
が

う
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う

今
す
ぐ
加
入
の
手
続
き
を
い
た
し
ま
し

ょ
λ
ノ
0

須
釜
公
民
館
で
、
左
記
に
よ
り
習
字

教
室
を
開
講
し
ま
す
。

こ
の
教
室
は
、
講
師
に
泉
中
学
校
長

小
山
田
伸
先
生
を
お
迎
え
し
、
初
心
者

の
方
に
も
楽
し
く
習
う
こ
と
の
で
き
る

内
容
で
す
。

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
九
月
末
日

ま
で
須
釜
公
民
館
に
申
し
込
ん
で
下
さ

、。-V 

「じ==口

一
、
開
設
日

十
月
か
ら
五
十
五
年
二
月
の
毎
月
第

一
、
第
三
金
曜
日

午
後
七
時
J
九
時

二

、

場

所

須

釜

公
民
館

三
、
対
象
者
十
五
才
以
上
の
方

四
、
受
講
料

無

料

J 

H一一一一一一一"一一一一一一一.._.・ー"一一一日一一一一一一一一一一一一一一一一一一

安静時狭JL¥症

【一口医学】
狭
心
症
と
い
う
と
、
運
動
を
し
た

り
階
段
の
上
が
り
下
り
、
重
い
荷
物

を
持
ち
運
び
、
と
い
っ
た
場
合
に
発

作
を
お
こ
す
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
が

そ
れ
は
労
作
時
狭
心
症
の
ほ
う
。
安

静
時
狭
心
症
は
、
労
作
時
狭
心
症
の

よ
う
に
は
っ
き
り
し
た
誘
因
は
な

く
、
安
静
に
し
て
い
て
も
発
作
を
お

こ
す
も
の
で
す
。
昼
間
元
気
で
い

て
、
睡
眠
中
や
夜
明
け
に
お
こ
る

グ
異
型
狭
心
症
H

も
安
静
時
狭
心
症

の
一
つ
の
タ
イ
プ
と
み
な
さ
れ
て
い

ま
す
。ひ

と
口
で
い
う
と
血
液
の
流
れ
が

少
な
く
な
っ
て
お
こ
る
の
が
狭
心
症

で
、
心
筋
硬
塞
の
よ
う
に
急
死
す
る

こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
安
静
時
狭
心
症
の
発
作
は
、
心

筋
硬
塞
の
前
ぶ
れ
で
あ
る
こ
と
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
予
後
に
は

十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

狭
心
症
発
作
の
特
効
薬
で
あ
る

ニ

ト
ロ
グ
リ
セ
リ
ン
も
、
安
静
時
狭
心

症
の
場
合
は
、
あ
ま
り
効
か
な
い
こ

と
が
多
い
。
中
年
を
過
ぎ
た
ら
動
脈

硬
化
を
予
防
す
る
食
生
活
に
配
慮
す

る
と
共
に
、
心
臓
に
痛
み
を
覚
え
る

と
き
は
早
く
専
門
医
の
診
療
を
受
け

る
こ
と
で
す
。
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簡保資金利用で建てられた須釜小島恥

年 度 融 資 事 業 名 金額

44 "-' 46年 玉川第一小学校建設資金の一部として 29，800，000円

4 7年度 須釜小学校用地取得資金の一部として 2，400，000円

4 8年 度J川辺宮ノ前道路改良資金の一部として

" 関山線道路改良資金の一部として

" 奥平小柳作線改良資金の一部として

4 9年度 須釜小学校建設資金の一部として 20，900，000円

" 平ヶ谷地林道工事資金の一部として 2，400，000円

5 0年度 竜崎和久住宅建設資金の一部として 12，700，000円

5 1年度 南須釜奥平住宅建設資金の一部として 12，400，000円

5 2年度 川辺小学校建設資金の一部として 48，900，000円

5 3年度 川辺小麗内体育施設建設資金の一部として 11，300，000円

" 川辺住宅団地建設資金の一部として 25，900，000円

5 4年度 小高住宅団地建設資金の一部として 14，000，000円

fI いずみ幼稚園建設資金の一部として 20，300，000円

メ口己、 計 206，200，000円

わが村の簡易保険融資状況
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勝

ム

優

一
が

チ

む

玄

問

一
中
小

チ

に
辺

表

川

代

杯

杯
長

長

会
話
ぷ

協

安

玉
川
村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
(
会
長

首
藤
信
勝
〉
主
擦
の
、
安
藤
杯
石
川
郡

大
会
、
玉
川
地
区
予
選
会
と
、
協
会
長

杯
大
会
は
、
八
月
五
日
、
須
釜
小
、
玉

一
小
、
泉
中
校
庭
で
二
十
ニ
チ

i
ム
が

参
加
し
て
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

安
藤
杯
予
選
会
で
は
、
中
チ

i
ム

小
高
チ
!
ム
が
代
表
権
を
得
て
、
八
月

二
十
六
日
石
川
町
営
グ
ラ
ン
ド
で
行
な

わ
れ
る
石
川
郡
大
会
に
出
場
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
協
会
長
杯
大
会
で
は
川
辺
チ

ー
ム
が
優
勝
、
岩
法
寺
チ
ー
ム
が
準
優

勝
を
飾
り
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

。
安
藤
杯
予
選
会

岩 JIIサレ
法イ l
寺辺ドク

m
J
O
 

ロ
1
0

円
。
】
{
四
h
d

北
須
釜

蒜

生

柳

作
岩
法
寺

だ
る
ま

一
回
戦

小

高

北
須
釜

中

ロ
J

3

4
J
2
 サ小 川 岩 中

γ 法
ダ高辺寺央

ス

U
J
5
 

竜

崎

二
回
戦

中

ロ
J

2

Q
U
、
/
札
口
V

レ
ー
ク

サ
イ
ド

南

宿

小

高

竜

崎

古
一
帥

生

Hhυ

、f
，、常
i

@準
川決岩 JII決中岩川

法勝法
辺勝寺辺 央寺辺

10 4 11 
( ( ( 
7.3 1 

@ 
小代、北二

中 表須田
高決釜戦

定
12 6戦 12
(( ( 
652  

ニ三己

屯

崎

北
須
釜

蒜

生

円
。
、
f
、噌
i

中
中

央

5
、t
A‘

。
協
会
長
杯
大
会

一
回
戦

。uE
f
の
b

岩
法
寺

わノスA 
村
民
の
皆
さ
ん
が
郵
便
局
の
簡
易
保

険
に
加
入
し
ま
す
と
、
そ
の
積
立
て
ら

れ
た
金
額
の
う
ち
か
ら
、
村
の
公
共
施

設
事
業
費
の
一
部
と
し
て
資
金
が
融
資

さ
れ
る
が
簡
易
保
険
積
立
金
還
元
融
資

制
度
H

が
あ
り
、
私
達
の
玉
川
村
が
昭

和
四
十
四
年
か
ら
現
在
ま
で
の
一

0
年

間
で
簡
易
保
険
の
積
立
金
還
元
融
資
を

受
け
て
行
な
っ
た
、
公
共
事
業
は
別
表

の
通
り
で
す
。

わ
が
村
の
公
共
事
業
の
ほ
と
ん
ど
に

簡
易
保
険
の
融
資
資
金
が
役
立
っ
て
お

り
、
こ
の
意
味
か
ら
も
、
簡
易
保
険
の

加
入
者
が
年
々
増
加
す
る
こ
と
を
県
市

町
村
で
は
大
い
に
期
待
し
て
お
り
ま

す。
九
月
一
日
か
ら
展
開
さ
れ
ま
す
、
簡

易
保
険
の
新
加
入
運
動
に
は
、
村
民
の

皆
さ
ん
の
理
解
あ
る
、
ご
協
力
を
希
望

し
て
お
り
、
そ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一

つ
と
し
て
、
簡
易
保
険
の
資
金
で
つ
く

ら
れ
た
公
共
施
設
を
題
材
と
し
た
「
簡

保
資
金
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
作
品
募

集
を
十
月
三
十
一
日
ま
で
行
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
多
数
応
募
さ
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

詳
し
い
応
募
方
法
は
郵
便
局
窓
口
で

お
尋
ね
下
さ
い
。

(
川
辺
郵
便
局
)
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坐
禅
を
組
む
子
供
た
ち

昭和54年 9月 1日

小
高
子
供
育
成
会
で
ば
、
八
月
十
こ

日
よ
り
毎
朝
、
大
雷
神
社
で
ラ
ジ
オ
体

操
で
体
を
ほ
ぐ
し
た
後
、
長
慶
寺
本
堂

で
父
兄
も
交
じ
っ
て
坐
禅
会
を
開
ら
い

て
い
ま
す
。

第
一
日
目
は
四
十
名
が
参
加
し
ま
し

た。
こ
の
坐
禅
会
の
目
的
は
、
坐
禅
を
く

む
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
供
た
ち
の
正
し

い
心
と
気
力
を
養
な
い
、
健
全
な
子
供

を
育
て
よ
う
と
、
西
川
和
尚
さ
ん
の
指

導
に
よ
っ
て
毎
日
行
な
わ
れ
て
居
り
ま

す
。

坐
禅
に
つ
い
て
、
西
川
師
は
次
の
よ

う
に
語
っ
て
い
ま
す
。

静
け
さ
の
中
の
坐
禅
こ
そ
、
あ
ら
ゆ

る
姿
勢
の
な
か
で
も
っ
と
も
安
定
し

し
か
も
、
自
然
な
姿
で
す
。

形
が
整
え
ば
お
の
ず
か
ら
人
の
心
も

整
っ
て
き
ま
す
。

No. 1 57 た まかわ

正
し
い
坐
禅
を
く
め
ば
、
心
も
安
定

し
、
気
力
も
み
ーな
ぎ
っ
て
き
ま
す
。

緑
に
つ
つ
ま
れ
た
禅
寺
で
の
禅
、
坐

禅
の
講
話
を
き
く
こ
と
は
、
あ
な
た
の

明
日
へ
の
出
発
の
糧
と
な
る
と
思
い
ま

す
。
一
人
で
も
多
ぐ
の
坐
禅
へ
の
参
加

を
望
み
ま
す
。

A C9J 口。
や風8
そが
く
る

台
風
に
よ
る
電
線
事
故
は
、

・
飛
来
物
に
よ
る
接
触
あ
る
い
は
断

線
事
故

-
倒
木
に
よ
る
接
触
あ
る
い
は
断
線

事
故

・
電
柱
倒
壊
事
故

も
し
、
こ
の
よ
う
な
事
故
等
を
目
撃

し
た
な
ら
直
ち
に
東
北
電
力
に
お
知
ら

せ
下
さ
い
。

事
故
の
拡
大
防
止
、
早
期
復
旧
に
役

立
ち
ま
す
。

※
断
線
し
た
電
線
に
は
絶
対
さ
わ
ら
な

い
で
下
さ
い
。

(
東
北
電
力
石
川
常
業
所
〉

1住 9{
〉民
〉課月〈
?衛，
f生う
{関〉

{係?
?事
?業 3
t予}
{定)

1 
日

川
辺
特
対
地
区
健
康
教
室

事
後
指
導
(
問
問
、
循
環
器
二

次

検

診

)

母

子

セ

ン

タ

ー

妊

婦

検

診

母

子

セ

ン

タ

ー

事
後
指
導
(
回
目
、
循
環
器
二

次

検

診

〉

川

辺

公

民

館

事
後
指
導
(
問
問
、
循
環
器
二

次

検

診

〉

竜

崎

公

民

館

事

後

指

導

(

胃
、
循
環
器
二

次

検

診

)

吉

公

民

館

三
志
児
健
康
診
査

就
業
改
善
セ
ン

タ
ー

事
後
指
導
ハ
問
問
、
循
環
器
二
次

検
診
〉

北

須

釜

児

童

館

妊

婦

検

訟

母

子

セ

ン

タ

ー

一一一
才
児
健
康
診
査

須
釜
公
民
館

四
辻
地
区
健
康
相
談

北
須
釜
地
区
健
康
教
室

乳
幼
児
健
康
診
断母

子
セ
ン
タ
ー

4 
日

7 
日

8 
日

10 
日

11 
日

12 
日

19 18 
日日

27 21 
日日

出掛~in'CIean

吸
い
が
る
は
加
ず
消
し
て
か
ろ
灰
皿
に

9
月
公
民
館
関
係
行
事
予
定

役
職
員
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会

(

須

小

〉

石
川
地
方

P
T
A
研
究
大
会

(
浅
川
)

玉
川
青
年
球
技
大
会

5
1
6
日
市
町
村
社
会
教
育
委
員
研

修

(

原

町

〉

文
化
財
め
ぐ
り

(
一
ニ
春
J
小
野
町
方
面
〉

文
化
財
関
係
補
助
金
事
務
担
当

者
打
合
せ
(
教
育
事
務
所
〉

生
涯
教
育
研
究
大
会

(
須
賀
川
中
公
)

日
本
画
教
室

高
齢
者
学
級
学
習
旅
行

(
会
津
方
面
〉

ダ
ン
ス
教
室

2 
日

9 
日

10 
日

11 
日

日
日

20 16 
日日

29 27 25 22 
日日日日

壮
年
忌
ポ

i
ツ
テ
ス
ト

昭
和
田
年
度
文
化
財
補
助
事
業

計
画
広
報
原
稿
作
成

婦
人
学
級
(
移
動
研
修
)

日
本
画
教
室

ダ
ン
ス
教
室

月
末
統
計

お

め

で

た

(
七
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
)

地

区

蒜

生

小

高

岩

法

寺

南

須

釜

北

須

釜

四
辻
新
田

出
生
児
氏
名

真

弓

和

子

溝

井

敦

肖
原
美
智
恵

倉

鎌

憲

治

大

野

郁

枝

大

野

博

志

瀬
谷
ゅ
う
子

飯

田

昭

広

お

や

み

保
護
者
名

好

司
徳

永

義

巳
定

好

好

清

清

勝

雅

之
秋

則

山
山

J

，J
 

(
七
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
〉

川

辺

蒜

生

小

高

南
須
釜

北
須
釜

く

区

死
亡
者
氏
名

辻

ハ

ル

ヨ

曲
山
今
朝
吉

溝

井

芳

包

大

野

猶

徳

小
針
リ
キ

世
帯

年
令

主
名

63 44 61 75 72 

勝

源丘
義

三
ト
ク
子

安

勝

ちょっとした心づか

いも味のうち

(・日本専売公社・)




